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Abstract 
This study was conducted to construct the Desirability of Control Scale for Japanese based 
on the scale made by Burger & Cooper(1979). 221 female college students filed out a 
Japanese version of the Desirabi1ty of Control Scale as a part of large test battery. The 
present J apanese version of the scale was found to have substantial internal consistency 
(α=0.732)， as well as discriminant validity from measures of locus of control(Rotter， 
1966). Factor analysis of responses to the scale was performed by a principal-factor analysis 
with Varimax rotation. Three factors were extracted and could be labelled as follows (1) 
a Leadership factor (2)a Decisiveness factor (3)an Avoidance of Dependence factor. These 
three factors were simi1ar to the factors which were found by Burger et al. (1979). The 
results of the item analysis and factor analysis provided reliabi1ty and validity of the 
Desirability of Control Scale for Japanese and thus this scale was revealed to fulfil the 






& Miller， 198612)). 
Burger & Cooper (1979)のは，この自分に関連した出来事をコントロールしようとする欲求には個人差がみ
られることから，安定した人格特性の一次元としてコントロール欲求 (desirefor controI)をとらえようとし
た.そして，個人のコントロール欲求の強さの程度を測定する尺度としてコントロール欲求尺度 (The







た (Burger，19852)). またこのコントロール欲求め強さの程度は，学習性無力感(Burger& Arkin， 198伊))， 
ギャンプリング (Burgeret a1.， 1979の;話urger& Schnerring， 19826))，死に場所の選択 (S強ith，Wallston， 
Wallston， Forsberg， &即時， 19841の)，態度変容 (Burger& Vartabedian， 19807))，抑うつ (Burger，19841) ， 
諜雑の知覚 (Burger，Oakman， & Bullard， 19835))，撮る写糞のタイプ (Henry& Solano， 1983め)，とし、っ
たさまざまな分野で， i国人差の説明要因になりうることが明らか記されている.
このようにコントロ…ル欲求の概念は，さまざまな分野で人隠の行監を説明する要躍となり，重要な人務変数















この 53項目からなる Dじ尺疫を用いて， 453名の大学生を対象に予鏑調査を実施し，尺震の内約一貫性を高
めるために項目分析壮行った.まず， Nunnally (1967) 1りの方法記基づいてKruder-Richardson20信劇性係数
( rXY)を算指し，務関の低い項gを削っていき，最繋的に20項目を選んだ.この20現冒から主主る尺度のKruder
-Richardson 20信頼性採数(rxy)は0.80であった.




謁ベた‘予備欝査を行った被験者の内， 268名に対して"RotterInternal右足erna1Locus of Control Scale" 
(設otter， 196615りを実施し 20項呂のDC尺度と京otterIE 尺度との相関を調べたところ，この2つめ尺度
は抵い負の相関を示した (rぉ -0.19).この結果より， DC 尺度と RotterIE尺度は，異なった概念を測定して
いることが明らかになった.
さらにDC尺度に，社会的に望ましい自答をしようとL、う被験者の回答額向の影響があるか若手かを接討するた
めに，予備調査の被験者の内360名について，許せて“Marlowe-CrowneSocial Desirability Scale"にrowne& 
Marlowe， 19608りを実擁した.この 2つの尺度の間には，低い1Eの相関(r=O.I1)しか認められなかった.こ
命結果より. DC尺産は，被験者の社会的望ましさの影響をほとんど受けていないことが確認された.
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らなし、JiほとんどあてはまらないJiあまりあてはまらなし、JiどちらともいえないJiだいたいあてはまるJiかなり
あてはまるJi非常によくあてはまる」であり，それらには 1から 7の回答選択肢が割り当てられていた.各項目
に対する回答は，コントロール欲求が強いほど高得点になるように 1点から 7点で得点化し 20項目の合計得
点をDC尺度得点とした.したがって得点可能範囲は20"-'140点である.
その他の尺度 質問紙を構成し，今回の DC尺度の妥当性の検討に用いたその他の尺度は Locus of con-

















たがって， DC尺度日本語版の内的一貫性は満足できる水準には達していない. Table 1をみると，項目 6，
7， 19がDC尺度の総得点との相関が低く，内的一貫性を低下させていることが推測できる.また上の上位一下







まずこの DC尺度との関連が検討されなければならない尺度は， Locus of Control尺度である. Burger et 
al. (1979)4)は，この 2つの尺度が表面的には類似しているように見えるが，お互いに独立した次元を扱った尺
度であると述べている.すなわち， Locus of Control尺度は，事象をコントロールで、きると信じている程度を
測定しているのに対して， DC尺度は，事象をコントロールすることをどの程度魅力的に感じているかを測定し




ころ， Table 2に示されているように， Burger et al. (1979) 4)と同様，内的コントロール志向の強い者はコン


































































































































1. 41 ** 
2.65** 
1.45** 




1. 11 ** 
0.35 
-1. 04料




Table 2. Correlations between DC and LOC and other scales 
DC尺援を LOC尺麓
コントロール欲求 .193** 
Locus of control .193料
独岳性敬三主 .433料 .169本
弘的自意識 .290料 -.077 
公的自意識 .166* .031 
自己モニタリング .316** .005 





1 (YGテスト) .251** .325*象
N(YGテスト〉 .017 ー230**
CMI(精神的自覚症) .053 .345*ホ
* :p<O. 01 第:p<0.05
また， DC尺震はYGテストの I(劣等感)悶予を除いて，それ以外の社会的不適応に関連した尺度(無力感，
D， N， じMI)とは相関を法さないのに対して. LOC尺度はそれら社会的不適応を瀦定している 5つの尺震と
有意な負の相欝を示している.つまり. LOC得点の高い拘的コントロール韻向の強い者は，社会的不適応の程
度が{履いとし寸関連が認められる e 一方， DC尺震については社会的遺志状況との関連性は認められない.

















Table 3. Summary of factor analysis on the desirability of 
control scale for J apanese 
項目番号 第1因子 第2因子 第3因子
4 .794 .171 .080 
15 .543 201 .314 
11 453 .272 一.246
12 .450 .437 .151 
10 一.791 一.008 .081 
8 .127 .775 一.023
9 .099 .736 .005 
13 .017 .456 .288 
267 428 .090 














2 .258 .264 一.090
6 一.236 .107 .154 
7 .105 127 一.163
14 284 .301 一.122
16 一.267 -.244 245 
19 121 一.045 .332 
20 一.182 一.224 .369 
因子(寄同与)率 12.5 12.0 9.3 
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